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- ５つの子ども像

１．確かな学力を身につけた子ども
２．学ぶ意欲、学ぶ習慣を身につけた子ども
３．コミュニケーション力と情報活用能力を身につけた子ども
４．心豊かで思いやりのある子ども
５．健康で元気な子ども

はじめに

（１）３がいプラン

３つの「がい」をキーワードに、寝屋川市の教育の充実をめざす
もの。
　①全ての子どもにとって「行きがいのある」学校園
　②全ての教職員にとって「働きがいのある」学校園
　③全ての保護者・地域にとって「頼りがいのある」学校園

３

(２)
寝屋川市公共施設
等再編成検討委員
会

「市民サービスの維持向上」「市民ニーズへの対応」「市の財政
状況への影響」等の観点から、公共施設等を効率的かつ計画的に
再編・整備することを目的に構成された検討委員会。跡地利用の
作業部会のほか、４つの作業部会から構成されている。

４

(３)
「子育てステッ
プ」シート

子ども達の心豊かで健やかな成長を共有しながら、幼稚園と家庭
が一緒になって幼児一人ひとりの発達に応じ、子どもの育ちを支
えていくために活用するシートのこと。幼稚園教育要領に基づい
て、基本的生活習慣や社会生活を送る上で基本となる項目等も掲
載している。

６

(４)
小中一貫教育推進
委員会

校長会役員、教頭会代表、指導主事により構成。校長会課題別研
修（６部会）と指導主事ワーキンググループ（６WG）の連携によ
り、小中一貫教育の課題と今後の方向性、中学校区単位での推進
について検討する。

11

(５)
学校教育に関する
有識者会議

学識経験者、校長会代表、指導主事により構成。学校教育に対す
る外部評価を行い、今後の方向性を検証し、施策に活かす。 11

(６)
ユニバーサルデザ
インの授業づくり

どんな人でも公平に使える、利用者に応じた使い方ができる、使
い方が簡単ですぐに分かるなど、「すべての人々にとって利用し
やすい製品、建物、環境をデザインする」という「ユニバーサル
デザイン」の考え方を毎日の授業のなかに取り入れたもの。

11

(７)中学生サミット

各中学校の生徒会執行部員が生徒会活動や日々の学校生活につい
て情報交換することを通して、各中学校の活性化をめざすととも
に、これからの中学生のあるべき姿について考える場として、各
中学校の生徒会顧問が中心となって、生徒の意見を取り上げなが
ら企画運営を行なっている。平成19年８月に立ち上げた組織。

14
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(８)
学校インターン
シップ

主として教職を希望する大学生・大学院生が広く社会経験を積む
ために、ある期間、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、支援学
校などの教育現場に入り、学校現場における諸活動（授業補助・
課外活動・行事・事務など）の実務経験をすること。

16

(９)学習到達度調査

小学校２年生から６年生を対象に、国語と算数、中学校1年生、
２年生を対象に、国語、数学、英語、中学校３年生を対象に、英
語について、学習指導要領に定められている学習内容の定着度
を、すべての児童生徒について測る市独自の調査のこと。平成15
年度より実施している。この調査結果をもとに、各学校における
児童・生徒一人ひとりの学習指導方法の工夫改善に資するために
実施している。

17

(10)
全国学力・学習状
況調査

文部科学省が、小学校６年生と中学校３年生を対象に、平成19年
度から実施している調査。学力調査と学校質問紙調査、児童生徒
質問紙調査からなる。平成22年度より調査対象校は抽出方式と
なったが、対象外となった学校については、学校設置管理者の希
望により調査を利用することができる。

17

(11)
ブロンズ・
シルバー・
ゴールド受検

児童英検は、英語に親しみ、外国の文化を理解することを目標と
した児童向けのリスニングテストであり、「ブロンズ」「シル
バー」「ゴールド」の３段階がある。受検の目安は、小学校の英
語活動（50分のレッスンを週１回受けている場合）で言えば、
「ブロンズ」１年半～２年、「シルバー」２年半～３年半、
「ゴールド」４年～５年以上程度とされる。

20

(12)
ICT活用指導力調
査（文部科学省）

文部科学省が教育の情報化の目標達成状況（校内ＬＡＮ整備率、
教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数、コンピュータを
使って指導できる教員の割合等）を把握するために、平成18年度
から実施している調査。

24

(13)
評価・育成システ
ム

大阪府内の全教職員を対象に、教職員の意欲・資質能力の向上、
教育活動の充実及び学校の活性化に資することを目的として、平
成16年度から実施。平成19年度から評価結果を給与に反映してい
る。

25

(14) Is値

建物の耐震性能を表わす指標。地震に対する建物の強度、靭性
（変形能力、粘り強さ）が大きいほどこのIs値も大きくなり、耐
震性能が高くなる。
文部科学省では、公立学校施設の耐震改修の補助要件、地震時の
児童生徒の安全性、被災直後の避難場所としての機能性から補強
後のIs値がおおむね0.7を越えることとしている。

32

(15)まちのせんせい

まちのせんせいは、自らの経験や学習で得た技術・技能・知識を
活かし、生涯学習ボランティアとして熱意や意欲がある人の中
で、養成講習会を終了した人を認定・登録し、市民の生涯学習活
動等に派遣を行う制度。

40
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(16)指定管理者制度
地方自治法改正に伴い、公の施設を民間の活力を導入し、効果的
効率的な管理運営による住民サービスの向上と経費縮減を図るた
めの制度。

43

(17)デイジー図書
CD－ROMに世界の点字図書館で合意したフォーマットによって、
音声情報を記録しているもの。デジタル録音図書の国際基準の頭
文字をとってデイジー図書と呼んでいる。

48

(18)地域教育協議会

学校･家庭・地域が協働して教育コミュニティづくりを進め、人
間関係を築く中で「地域の子どもは地域で育てる」という機運を
醸成し、地域が一体となって子どもの健全育成を図っていく目的
で、平成12年度に市内12学校区に設立されている組織。

51

(19)学校支援地域本部

学校を支援するため、学校が必要とする活動について地域の方々
をボランティアとして派遣する組織で、これまでも各学校で行
なってきた地域のボランティアの協力を得ながら学校運営や教育
活動の取組をさらに広げるもの。

51

(20)
地域教育コミュニ
ティ

教育や子育てに関する課題を学校、家庭、地域の団体・グループ
等が共有し、課題解決に向け協働の取組みを通じた人のつなが
り。

51

(21)放課後子ども教室

小学校の校庭や体育館等の学校施設を活用して、放課後や週末等
に、安全で安心な子どもの居場所（活動拠点）を設け、地域のボ
ランティアの方々の参画・協力を得て、学習やスポーツ･文化活
動等さまざまな体験を子どもたちに提供し、地域社会全体で子ど
もの豊かな成長を育む教育コミュニティづくりを推進する。

52

(22)
まなび舎事業・ま
なび舎キッズ

放課後子ども教室の中に位置づけられており、子どもの学力向上
と学習習慣の定着を図ることを目的として、宿題・国語・算数の
学習を支援するものです。

53

(23)
寝屋川ﾘｰﾀﾞｰｽﾞｾﾐ
ﾅｰ小学生ｸﾗﾌﾞ

小学校４・５・６年生を対象に、校区を越えた異年齢の交流を行
い、仲間づくりを基調として健全な子どものあるべき姿を実現す
るセミナー。

54

(24)
寝屋川ﾘｰﾀﾞｰｽﾞｾﾐ
ﾅｰ中高生ｸﾗﾌﾞ

中・高校生を対象に、自然体験や社会活動を通じて次世代を担う
リーダー養成のためのセミナー。 54

(25)
オーパススポーツ
システム

大阪府と14市１町が共同で開発・運用している公共スポーツ施設
の予約・案内システムのこと。登録手続きをすればインターネッ
ト、電話、街頭端末機で公共スポーツ施設の空き状況を検索した
り、予約ができる。

70
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(26)
総合型地域スポー
ツクラブ

年齢や性別等にとらわれず、多世代の地域住民が多種目のスポー
ツに良質な指導者の下で楽しむことができるスポーツクラブで平
成22年度までに少なくとも一つは市町村に設立することを文部科
学省がスポーツ振興基本計画で提唱している。

70

(27)
野外活動センター
システム

登録すれば野外活動センターに直接行かなくても、文化スポーツ
振興課に設置している端末機及び街頭端末機から予約申請等がで
きるシステムのこと。

71

(28)リーダーズバンク
スポーツインストラクター養成講習会修了者による市域における
スポーツ活動普及の為に教育委員会が設置している人材バンク。 75
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